


まえがき

近年、国際化や情報化、高齢化など、児童生徒を取り巻く社会環境や生活環境の変化

に伴って、疾病構造も大きく変化し、健康教育もそれに対応したものであることが求め

られております。

また、がんにつきましては、今や、生涯のうち二人に一人がかかるといわれ、国民生

活を大きく脅かす疾病となっておりますが、医学の急速な進歩により、治癒率が大幅に

向上しているほか、生活習慣の改善などにより、発症等のリスクを下げることができる

疾病でもあります。

しかしながら、がんは未だ「不治の病」といった誤った認識が根強く残り、適切な行

動選択に繋がらない状況がみられることや、これまで、がんそのものの理解やがん患者

に対する正しい認識を深める教育が不十分であったこと等が指摘されており、学校にお

ける健康教育において、がんを取り上げた教育を推進することは、非常に重要であると

考えております。

このようなことから、県教育委員会では、平成２６年４月に「がんに関する教育普及

推進事業協議会」を発足させ、平成２７年度に教職員向けの普及啓発リーフレットを作

成して各学校に配付するなど、がんに関する教育の充実に向けた取組を進めてきており、

この度、その一環として本指導参考資料を作成しました。

各学校におかれましては、本資料を参考に、「がんに関する教育」の基本的な考え方

について共通理解を図るとともに、計画的かつ組織的に取組を推進していただくようお

願いいたします。

また、掲載しております指導実践例を、是非、学校や地域の実態に応じて活用いただ

き、有効性あるいは改善点等、忌憚なく御指摘いただけますと幸いです。

最後になりますが、本指導参考資料の作成にあたって御協力いただきました全ての皆

様に心より感謝申し上げます。

平成２９年３月

県教育庁スポーツ振興課

課長 古 木 克 浩
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